




























































































びの森　宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校」に校名を変更した。1 学年40名の全寮制。1 学年から 3 学年まで




















































































　後期課程 4 学年～ 6 学年は「探究・実践」の段階とされる。国際的な課題解決のための課題研究が開始
















































































































行動する姿勢　a b d e 
6）教室内で学んだことと現実社会の社会状況とを結
びつけてより深い理解へとつなげていこうとする姿勢







　残された課題は主に 3 つある。1 つめは、教職課程の学生が探究活動の指導法を具体的にイメージでき
るようにするために、総合的な学習の時間の目標や実施の枠組み・内容について知るだけでなく、生徒た
ちの生きた学びの姿を具体的に紹介する必要があることである。2 つめは、Glocal Competencyにもとづ
く評価の考え方と方法について知ることができたが、その評価が改善にどのように生かされているかまで
は明らかにできなかったことである。3 つめは、学生が総合的な学習を学ぶのに適した教育実践をさら収
集することである。現地調査を含め、教育実践の調査と分析に取り組んでいきたい。
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